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聖書は私の身近にあった。中学校から大学まで、プロテスタントの学校に通っていたこともあり、中学・高校の頃は毎日の礼拝で聖書を開いていた。しかし、当時の私はその意味を深く考えることはなく、「今日はどの箇所を読むのかな？」くらいにしか思っていなかった。ただ、聖書の言葉は少しずつ心のどこかに残り続けていた。
大学を卒業して、周りの友だちが社会に出ていく中、私は進学という道を選んだ。自分の夢に向かって進むために。研究を通して、救いたい人々がいた。簡単な道ではないことはわかっていたけれど、自分が必死に努力すれば叶わない夢ではないとも思っていた。それなのに、その夢への道を順調にスタートさせることができなかった。病気になってしまったのだ。気分の波があり、何もできない日が続く時があった。社会に出て一生懸命に働く友人と自分を比べて勝手に落ち込み、自分を責め続け、人との関わりが怖くなり、未来を思い描けなくなった。暗く先が見えない日々が長く続いた。もう頑張ることのできない自分には夢を叶えることはできないから、自分の人生なんてどうでもいいと思うようになってしまった。そんなある日、ふと頭に浮かんだのが、中学時代に聞いた聖書の言葉だった。
「求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。だれでも、求める者は受け、探す者は見つけ、門をたたく者には開かれる。」
こんな自分でも小さな願いを持っていてもいいのかな？そんな風に思えた朝があった。中学時代の先生は、ただほしいと願うだけではなく、「探す」「門をたたく」という行動が必要で、それを続けることが大切なのですと話されていた。当時の私は、その言葉を努力し続けなさいという意味だと思っていた。しかし時が経った私は、少し違うように感じた。聖書が語る「求める」「探す」とは、がむしゃらに頑張ることではなく、あきらめずに心を開き続けることなのだと思う。たとえ何もできない日があっても、もう一度立ち上がりたいと願うこと自体が、門をたたく行為なのかもしれない。力を振り絞ることができなくても、心の中で「誰かの役に立てる研究がしたい」と小さく祈るという小さな一歩を踏み出せたら、今日は十分だと少しずつ思えるようになった。
振り返ると、聖書の言葉は私にとって、言葉の「贈りもの」だった。誰かから励まされたわけではなく、静かに心の中で思い出されるだけの言葉が、確かに私を支えてくれた。私は今も病気と共に生きている。それでも以前の自分とは違う。聖書の言葉は私の心の奥で静かに光っている。苦しみの中でこそ受け取れる「言葉の贈りもの」がある。その光を、私の夢を通して、誰かに分かち合っていけたらと思っている。
